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第 2 章では， 1 次元および 2 次元における結晶粒度分布と対数正規分布との関係を明らかにするため，
結晶粒組織モデルを仮定し，このモデルにおける切片長さ分布および結品粒断面積分布の計算を行い，
実験結果との比較を含めて，比較検討し，次元による結晶粒度分布形態の違いを明らかにしている。




第 5 章では，まず，アルミニウムの粒度成長過程における 1 次元的および 2 次元的な結品粒度分布の
変化を実験により調べている。次に，第 3 章で提案した評価法を用いて，結晶粒成長に直接対応する 3




第 7 章では，最も典型的な実用 2 相合金である60/40黄銅の粒成長過程における 2 次元的な結晶粒度

















理論的に求めることによって， 1 次元の情報から 3 次元的粒度分布を幾何平均体積等価直径および幾
何標準偏差より簡潔，かっ定量的に評価で、きる手法を提案しているO
3) (2)で提案した手法を用いて，再結晶集合組織をもっチタン，結晶粒成長過程にあるアルミニウムお
よび 2 相黄銅の結晶粒度を調べ， 3 次元的結晶粒度の評価においては，粒度分布を考慮することが不
可欠であることを実証している。
4) 鉄の結晶粒成長にともなう機械的性質の変化は， 1 次元の平均切片長さより 3 次元的結晶粒度とよ
い相関をもち，かっ硬度分布の広がりは粒度分布の広がりとよく対応することを確認しているO
以上のように，本論文は金属材料の結晶粒度を 3 次元的に評価するための有用な多くの基礎的知見を
得ており，材料組織学の発展に寄与するところが大きし、。よって本論文は博士論文として価値あるもの
と認める。
4E
ム
??F円U
